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平成 29 年度 

切り花栽培に適した明るい赤色一重咲きのチューリップ新品種「新紅」の育成 

［要約］赤色一重咲きのチューリップ新品種「新紅」を育成した。花色は鮮赤橙で、赤色一重咲き

の主力品種「イルデフランス」より明るい。球根栽培では主球の肥大性が良く、促成栽培での切

り花品質も優れており、球根の品質劣化が問題となっている「イルデフランス」の代替品種として

有望である。 
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［背景・ねらい］ 

「イルデフランス」は、露地栽培だけでなく切り花栽培にも使える、赤色一重咲きの主力品種で

ある。しかし、近年、県内の「イルデフランス」球根生産において、分球性が強まって主球の肥大性

が低下する品質劣化が問題となっている。そこで、切り花栽培にも使える赤色一重咲き品種を育

成し、新潟県のチューリップブランド強化を図る。 

 

［内容］ 

１ 育成経過 

「新紅」は、平成２年にトライアンフ群品種「イルデフランス」を種子親、一重晩生咲き品種「マ

ルタ」を花粉親として交配し、平成９年に一次選抜した。その後、露地栽培（露地開花及び球根

収量）、促成栽培での特性調査を行い、平成 29 年に育成を完了した。 

２ 品種の特徴 

「新紅」の花色は鮮赤橙である（図）。切り花でも発色が良く、草姿は「イルデフランス」と類似し

ている（図、表１）。10 月下旬定植の促成栽培では、年内採花が可能である（表１）。露地栽培で

の開花期は４月下旬頃で、「イルデフランス」と比べて２日程度遅い（表２）。球根生産では主球の

肥大性が良好で、収量性が高い（表３）。 

 

［導入効果］ 

１ 優良な県育成品種を投入することで、チューリップの消費拡大が期待できる。 

２ 「イルデフランス」の代替品種として導入することにより、球根の安定生産が可能となる。 

 

［導入対象］ 

チューリップ球根生産者及び切り花生産者 

 

［留意点］ 

１ 平成29年度に品種登録出願及び原種配付を行い、その５年後以降に市場流通する見込みで

ある。 

２ 球根の分球性が低いため、13cm 以上の繁殖球の割合を高めにした種球計画を立てる。 

３ 球根裂皮率がやや高いため、球根の肥大・着色を確認しながら掘り遅れないように留意する。 

４ 「新紅」の育成時の系統番号は、「新潟 19 号」である。 



［具体的データ］ 

 

 

 

 
 

［その他］ 

研究課題名：１ にいがたオリジナル園芸品種の開発育成 

２ 新規需要開拓のためのチューリップ新品種育成と切り花等高品質化技術の開

発 

予 算 区 分：１ 県単経常 

２ 外部資金（農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業） 

研 究 期 間：平成２～28 年度 

発表論文等：なし 

図　「新紅」の促成栽培及び露地栽培における草姿と花容
１：「新紅」と「イルデフランス」の促成栽培における草姿の比較　　　２：「新紅」の促成栽培における花容

３：「新紅」の露地栽培における花容　　　４：「新紅」の露地栽培における草姿
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表１　「新紅」の促成栽培特性
品種名 到花日数 切り花重 花丈 草丈 葉長 脚長 花弁長 花弁幅

（日） （g） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

「新紅」 52.1 39.0 45.9 46.8 22.5 12.8 6.3 4.1

「イルデフランス」 48.2 35.7 43.9 43.4 21.6 13.3 5.8 4.1

注　平成26年及び平成27年の平均値、10月下旬定植作型、球周12cmの球根を供試、切り花品質は開花時に採花して調査

表２　「新紅」の露地栽培（露地開花）特性
品種名 開花日 観賞期間 花丈 草丈 花首長 葉長 脚長 花弁長 花弁幅

（月/日） （日） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

「新紅」 4/21 12 38.5 35.1 12.5 17.5 4.1 6.8 5.1

「イルデフランス」 4/19 12 29.7 28.2 8.3 15.6 3.1 6.4 5.2

注　平成26年から平成28年の平均値

表３　「新紅」の露地栽培（球根収量）特性
品種名 総球 球重 総球 子球 裂皮 腐敗

重 増加率 数 重比 球率 球率 主球 分球性 球根

（kg） （％） （球） （％） （％） （％） 肥大性 収量

「新紅」 4.0 327 252 11 30 1 大 小 多

「イルデフランス」 4.0 278 563 44 7 0 小 大 多

注　平成26年から平成28年の平均値：100株当たり

　　 球根収量特性判定基準 　　　主球肥大性（100株当たりのサイズ別球数のピーク値）　大：12cm以上　　中：11cm　　小：10cm以下

　　　分球性　（100株当たりの総球数）　　大：400球以上　　中：300球以上400球未満　　小：300球未満

　　　球根収量（100株当たりの総球重）　　多：4kg以上　　中：3kg以上4kg未満　　少：3kg未満　

球根収量特性判定
注


